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(57)【要約】
【課題】物品をより見やすく支持することができ、倒れ 
にくい支持台を提供する。
【解決手段】支持台１の本体部材１０は、折り曲げ可能 
な板状の材料により形成されており、使用形態において 
上下方向に延在する折り曲げ線Ｌ０と、折り曲げ線Ｌ０ 
を対称軸として線対称に設けられた第１壁部１１及び第 
２壁部１２と、第１壁部１１及び第２壁部１２の下方か 
ら使用形態における斜め前方へ向けて延びる延長部１３ 
、１４と、延長部１３，１４に設けられ物品を支持する 
支持部１３ａ、１４ａと、支持部１３ａ、１４ａよりも 
使用形態における後方にあって、第１壁部１１及び第２ 
壁部１２の下端から上方に向かって延在する本体係合溝 
１５、１６と、を備え、梁部材２０は、本体係合溝１５ 
、１６と係合する梁係合溝２１、２２を少なくとも２つ 
備え、本体係合溝１５、１６と梁係合溝２１、２２とが 
係合し、第１壁部１１と第２壁部１２との交差角度を所 
定角度に保持する。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 材 と 、 梁 部 材 と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ 、 シ ー ト 状 の 物 品 を 支 持 す る 支 持 台 で あ  
っ て 、
　 前 記 本 体 部 材 は 、
　 折 り 曲 げ 可 能 な 板 状 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 使 用 形 態 に お い て 上 下 方 向 に 延 在 す  
る 折 り 曲 げ 線 と 、
　 前 記 折 り 曲 げ 線 を 対 称 軸 と し て 線 対 称 に 設 け ら れ た 第 １ 壁 部 及 び 第 ２ 壁 部 と 、
　 前 記 第 １ 壁 部 及 び 前 記 第 ２ 壁 部 の 下 方 か ら 使 用 形 態 に お け る 斜 め 前 方 へ 向 け て 延 び る 延  
長 部 と 、
　 前 記 延 長 部 に 設 け ら れ 前 記 物 品 を 支 持 す る 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 よ り も 使 用 形 態 に お け る 後 方 に あ っ て 、 前 記 第 １ 壁 部 及 び 前 記 第 ２ 壁 部 の 下  
端 か ら 上 方 に 向 か っ て 延 在 す る 本 体 係 合 溝 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 梁 部 材 は 、 前 記 本 体 係 合 溝 と 係 合 す る 梁 係 合 溝 を 少 な く と も ２ つ 備 え 、
　 前 記 本 体 係 合 溝 と 前 記 梁 係 合 溝 と が 係 合 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 壁 部 と 前 記 第 ２ 壁 部  
と の 交 差 角 度 を 所 定 角 度 に 保 持 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 支 持 台 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 支 持 台 に お い て 、
　 前 記 本 体 係 合 溝 及 び 前 記 梁 係 合 溝 は 、 係 合 が 外 れ に く く す る た め の 抜 け 止 め 形 状 を 有 す  
る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 支 持 台 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 支 持 台 に お い て 、
　 前 記 本 体 部 材 と 前 記 梁 部 材 と は 、 同 じ 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 支 持 台 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 支 持 台 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 卓 上 カ レ ン ダ ー が 用 い ら れ て い る 。 卓 上 カ レ ン ダ ー は 、 需 要 が 高 く 、 ま た 、  
使 用 前 の 状 態 に お い て 小 型 に 構 成 で き る 形 態 と し て 、 顧 客 等 へ 頒 布 さ れ る こ と も 多 い 。 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ブ ッ ク 型 カ レ ン ダ ー 部 を 立 て か け る こ と が で き る ス タ ン ド 部 （ 支  
持 台 ） が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ８ ０ ０ ４ ９ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 支 持 台 で は 、 留 め 具 が ブ ッ ク 型 カ レ ン ダ ー 部 よ り も 前 側 （ 観 察 側  
） に 設 け ら れ て お り 、 ブ ッ ク 型 カ レ ン ダ ー 部 の 下 方 の 一 部 が 見 え な か っ た り 、 見 難 か っ た  
り す る 場 合 が あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 １ の 支 持 台 の 構 成 で は 、 斜 め 後 方 に 倒 れ や す い 場 合  
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の 課 題 は 、 物 品 を よ り 見 や す く 支 持 す る こ と が で き 、 倒 れ に く い 支 持 台 を 提 供 す  
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る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 以 下 の よ う な 解 決 手 段 に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 す る 。 な お 、 理 解 を 容 易 に す  
る た め に 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に 対 応 す る 符 号 を 付 し て 説 明 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の  
で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 開 示 は 、 本 体 部 材 （ １ ０ ） と 、 梁 部 材 （ ２ ０ ） と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ 、 シ ー  
ト 状 の 物 品 （ ３ ０ ） を 支 持 す る 支 持 台 （ １ ） で あ っ て 、 前 記 本 体 部 材 （ １ ０ ） は 、 折 り 曲  
げ 可 能 な 板 状 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 使 用 形 態 に お い て 上 下 方 向 に 延 在 す る 折 り 曲  
げ 線 （ Ｌ ０ ） と 、 前 記 折 り 曲 げ 線 （ Ｌ ０ ） を 対 称 軸 と し て 線 対 称 に 設 け ら れ た 第 １ 壁 部 （  
１ １ ） 及 び 第 ２ 壁 部 （ １ ２ ） と 、 前 記 第 １ 壁 部 （ １ １ ） 及 び 前 記 第 ２ 壁 部 （ １ ２ ） の 下 方  
か ら 使 用 形 態 に お け る 斜 め 前 方 へ 向 け て 延 び る 延 長 部 （ １ ３ 、 １ ４ ） と 、 前 記 延 長 部 （ １  
３ 、 １ ４ ） に 設 け ら れ 前 記 物 品 （ ３ ０ ） を 支 持 す る 支 持 部 （ １ ３ ａ 、 １ ４ ａ ） と 、 前 記 支  
持 部 （ １ ３ ａ 、 １ ４ ａ ） よ り も 使 用 形 態 に お け る 後 方 に あ っ て 、 前 記 第 １ 壁 部 （ １ １ ） 及  
び 前 記 第 ２ 壁 部 （ １ ２ ） の 下 端 か ら 上 方 に 向 か っ て 延 在 す る 本 体 係 合 溝 （ １ ５ 、 １ ６ ） と  
、 を 備 え 、 前 記 梁 部 材 （ ２ ０ ） は 、 前 記 本 体 係 合 溝 （ １ ５ 、 １ ６ ） と 係 合 す る 梁 係 合 溝 （  
２ １ 、 ２ ２ ） を 少 な く と も ２ つ 備 え 、 前 記 本 体 係 合 溝 （ １ ５ 、 １ ６ ） と 前 記 梁 係 合 溝 （ ２  
１ 、 ２ ２ ） と が 係 合 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 壁 部 （ １ １ ） と 前 記 第 ２ 壁 部 （ １ ２ ） と の  
交 差 角 度 を 所 定 角 度 に 保 持 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 支 持 台 （ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の 開 示 は 、 第 １ の 開 示 に 記 載 の 支 持 台 （ １ ） に お い て 、 前 記 本 体 係 合 溝 （ １ ５ 、 １  
６ ） 及 び 前 記 梁 係 合 溝 （ ２ １ 、 ２ ２ ） は 、 係 合 が 外 れ に く く す る た め の 抜 け 止 め 形 状 を 有  
す る こ と 、 を 特 徴 と す る 支 持 台 （ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ３ の 開 示 は 、 第 １ の 開 示 又 は 第 ２ の 開 示 に 記 載 の 支 持 台 （ １ ） に お い て 、 前 記 本 体 部  
材 （ １ ０ ） と 前 記 梁 部 材 （ ２ ０ ） と は 、 同 じ 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す  
る 支 持 台 （ １ ） で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 物 品 を よ り 見 や す く 支 持 す る こ と が で き 、 倒 れ に く い 支 持 台 を 提 供 す  
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に よ る 支 持 台 １ の 実 施 形 態 を 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 支 持 台 １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 持 台 １ の 各 部 材 を 型 抜 き し た 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の 支 持 台 １ を 利 用 す る カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で  
あ る 。
【 図 ５ 】 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ を 展 開 し た 状 態 を 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ が 収 容 形 態 で あ る カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ を 示 す 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 支 持 台 １ の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 開 示 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 等 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 考 案 に よ る 支 持 台 １ の 実 施 形 態 を 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 支 持  
台 １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 支 持 台 １ の 各 部 材 を 型 抜 き し た 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ を  
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示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 １ を 含 め 、 以 下 に 示 す 各 図 は 、 模 式 的 に 示 し た 図 で あ り 、 各 部 の  
大 き さ 、 形 状 は 、 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 適 宜 誇 張 し た り 、 省 略 し た り し て 示 し て い る  
。 ま た 、 以 下 の 説 明 で は 、 具 体 的 な 数 値 、 形 状 、 材 料 等 を 示 し て 説 明 を 行 う が 、 こ れ ら は  
、 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に お い て 、 板 、 シ ー ト 、 フ ィ ル ム 等 の 言 葉 を 使 用  
し て い る が 、 こ れ ら は 、 一 般 的 な 使 い 方 と し て 、 厚 さ の 厚 い 順 に 、 板 、 シ ー ト 、 フ ィ ル ム  
の 順 で 使 用 さ れ て お り 、 本 明 細 書 中 で も そ れ に 倣 っ て 使 用 し て い る 。 し か し 、 こ の よ う な  
使 い 分 け に は 、 技 術 的 な 意 味 は 無 い の で 、 こ れ ら の 文 言 は 、 適 宜 置 き 換 え る こ と が で き る  
も の と す る 。 本 明 細 書 中 に お い て 、 板 面 と は 、 各 板 状 の 部 材 に お い て 、 そ の 板 状 の 部 材 全  
体 と し て 見 た と き に お け る 、 板 状 の 部 材 の 平 面 方 向 と な る 面 を 示 す も の で あ る と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 支 持 台 １ は 、 カ レ ン ダ ー や 、 写 真 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 等 、  
板 状 や シ ー ト 状 の 物 品 を 支 持 す る こ と が で き る も の で あ る 。 こ こ で は 、 後 述 す る カ レ ン ダ  
ー 本 体 ３ ０ と カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ と を 支 持 す る 形 態 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。 な お 、 図  
１ 及 び 図 ２ 中 に 矢 印 で 示 し た 前 後 、 上 下 、 左 右 の 向 き を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 左 右 は 、  
支 持 台 １ か ら 見 た 場 合 の 左 右 で 示 し て い る 。 す な わ ち 、 支 持 台 １ か ら 前 の 方 向 を 向 い た と  
き に 左 側 と な る 側 を 左 、 右 側 と な る 側 を 右 と し た 。 ま た 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 は 、 水 平  
方 向 に 沿 っ て い る も の と す る 。 支 持 台 １ は 、 本 体 部 材 １ ０ と 、 梁 部 材 ２ ０ と を 組 み 合 わ せ  
て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 体 部 材 １ ０ は 、 折 り 曲 げ 可 能 な 板 状 の 材 料 、 例 え ば 、 厚 さ １ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 の 板 状  
の 紙 に よ り 略 台 形 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 本 体 部 材 １ ０ は 、 紙 に よ り 形 成 さ  
れ て い る が 、 樹 脂 板 、 木 板 、 金 属 板 等 、 他 の 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。 本 体 部 材 １  
０ は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ０ と 、 第 １ 壁 部 １ １ と 、 第 ２ 壁 部 １ ２ と 、 延 長 部 １ ３ 、 １ ４ と 、 支 持  
部 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ と 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 折 り 曲 げ 線 Ｌ ０ は 、 支 持 台 １ の 使 用 形 態 に お け る 上 下 方 向 に 延 在 し て お り 、 支 持 台 １ を  
前 側 か ら 見 て 谷 折 り と な る よ う に 折 り 曲 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 壁 部 １ １ は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ０ の 右 側 に あ っ て 、 使 用 形 態 に お い て 略 鉛 直 方 向 に 沿 っ  
て 延 在 す る 壁 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 壁 部 １ ２ は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ０ の 左 側 に あ っ て 、 使 用 形 態 に お い て 略 鉛 直 方 向 に 沿 っ  
て 延 在 す る 壁 で あ る 。 第 １ 壁 部 及 び 第 ２ 壁 部 は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ０ を 対 称 軸 と し て 線 対 称 に  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 延 長 部 １ ３ 、 １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 壁 部 １ １ 及 び 第 ２ 壁 部 １ ２ の 下 方 か ら 使 用 形 態 に  
お け る 斜 め 前 方 へ 向 け て 延 び て い る 。 延 長 部 １ ３ 、 １ ４ に は 、 そ れ ぞ れ 支 持 部 １ ３ ａ 、 １  
４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 支 持 部 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ は 、 上 方 が 開 放 さ れ た 凹 形 状 と な っ て お り  
、 カ レ ン ダ ー 等 の 物 品 を 支 持 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 支 持 部 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ よ り も 使 用 形 態 に お け る 後  
方 に あ っ て 、 第 １ 壁 部 １ １ 及 び 第 ２ 壁 部 １ ２ の 下 端 か ら 上 方 に 向 け て 所 定 の 長 さ で 延 在 し  
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 梁 部 材 ２ ０ は 、 細 長 い 板 状 の 部 材 で あ っ て 、 本 体 部 材 １ ０ と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る 。  
本 実 施 形 態 で は 、 梁 部 材 ２ ０ は 、 本 体 部 材 １ ０ と 同 じ 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 な お 、  
梁 部 材 ２ ０ は 、 本 体 部 材 １ ０ と は 異 な る 材 料 に よ り 形 成 し て も よ い 。 梁 部 材 ２ ０ は 、 本 体  
係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ と 係 合 す る 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ を 有 し て い る 。 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ は 、  
使 用 形 態 に お い て 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 所 定 の 長 さ で 延 在 し て い る 。 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １  
６ と 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ と を 係 合 さ せ て 組 み 立 て る こ と に よ り 、 第 １ 壁 部 １ １ と 第 ２ 壁 部  
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１ ２ と の 交 差 角 度 を 所 定 角 度 に 保 持 す る こ と が で き る 。 こ の 交 差 角 度 は 、 ８ ０ ° ～ １ ０ ０  
° が 望 ま し く 、 ９ ０ ° で あ る こ と が さ ら に 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ の 延 在 す る 長 さ （ 溝 の 深 さ ） は 、 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ の 溝 底 部 か  
ら 梁 部 材 ２ ０ の 下 端 ま で の 長 さ と 略 同 一 で あ る 。 し た が っ て 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ の そ  
れ ぞ れ に 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ を 挿 入 し 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ の 溝 底 部 と 梁 係 合 溝 ２ １ 、  
２ ２ の 溝 底 部 と が そ れ ぞ れ 当 接 し た 状 態 で 、 本 体 部 材 １ ０ の 下 端 と 梁 部 材 ２ ０ の 下 端 と が  
略 一 致 す る 。 よ っ て 、 本 体 部 材 １ ０ と 梁 部 材 ２ ０ と を 組 み 合 わ せ た 状 態 で 、 本 体 部 材 １ ０  
の 下 端 と 梁 部 材 ２ ０ の 下 端 と が 、 支 持 台 １ を 置 い た 机 等 の 設 置 面 に 接 触 し 、 支 持 台 １ と 接  
地 面 と の 接 触 面 積 が 大 き く 、 支 持 台 １ を 安 定 し て 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 の 支 持 台 １ で は 、 支 持 部 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ よ り も 使 用 形 態 に お け る 後 方  
に お い て 梁 部 材 ２ ０ が 組 み 合 わ せ ら れ 、 梁 部 材 ２ ０ の 左 右 両 端 が 第 １ 壁 部 １ １ 及 び 第 ２ 壁  
部 １ ２ よ り も 左 右 方 向 に 突 出 し て い る 。 よ っ て 、 支 持 台 １ を 斜 め 後 方 に お い て 支 え る こ と  
が で き 、 支 持 台 １ が 斜 め 後 方 へ 倒 れ に く く な り 、 従 来 よ り も 安 定 し て 自 立 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 支 持 台 １ で は 、 支 持 部 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ よ り も 使 用 形 態 に お け る 後 方  
に お い て 梁 部 材 ２ ０ が 組 み 合 わ せ ら れ て い る こ と か ら 、 支 持 さ れ る 物 品 よ り も 前 に 梁 部 材  
２ ０ が 存 在 し な い 。 よ っ て 、 梁 部 材 ２ ０ が 物 品 を 視 認 す る 際 に 邪 魔 に な ら ず 、 物 品 を よ り  
見 や す く 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ 、 及 び 、 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ は 、 組 み 合 わ せ た 状 態 か ら 係  
合 が 外 れ に く く す る 抜 け 止 め 形 状 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ 、 及  
び 、 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ は 、 い ず れ も 、 溝 の 浅 い 部 分 と 深 い 部 分 と で 溝 の 延 在 す る 位 置 が  
溝 幅 方 向 に ず れ て い る 。 こ れ に よ り 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ と 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ と を そ れ  
ぞ れ 組 み 合 わ せ る 初 期 に は 、 容 易 に 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 と し 、 か つ 、 よ り 深 く 係 合 さ  
せ る と 本 体 部 材 １ ０ と 梁 部 材 ２ ０ と が 溝 の 延 在 位 置 の ず れ に よ っ て 両 者 が 僅 か に 変 形 し た  
状 態 で 係 合 す る こ と と な る 。 よ っ て 、 本 体 部 材 １ ０ と 梁 部 材 ２ ０ と の 係 合 が 抜 け 難 く な っ  
て い る 。 な お 、 本 体 部 材 １ ０ と 梁 部 材 ２ ０ と の 抜 け 止 め の 具 体 的 な 形 態 は 、 本 実 施 形 態 で  
開 示 し た 例 の 他 に 、 従 来 公 知 の 抜 け 止 め 形 状 を 適 宜 利 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 抜 け 止  
め 形 状 は 、 省 略 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ 、 及 び 、 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ は 、 １ つ ず つ 設 け ら れ て い る  
形 態 を 例 示 し た が 、 そ れ ぞ れ 、 異 な る 位 置 に よ り 多 く 設 け て も よ い 。 そ う す る こ と に よ り  
、 第 １ 壁 部 １ １ と 第 ２ 壁 部 １ ２ と が 交 差 す る 角 度 を 変 更 す る こ と が で き 、 支 持 部 １ ３ ａ 、  
１ ４ ａ に よ り 支 持 す る 物 品 の 幅 を 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 本 体 部 材 １ ０ 及 び 梁 部 材 ２ ０ は 、 １ 枚 の 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ か ら 切 り  
抜 く こ と で 作 製 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 本 体 部 材 １ ０ 及 び 梁 部 材 ２ ０ の 切  
り 抜 き 形 状 を 一 部 繋 が っ た 状 態 と し て 構 成 す れ ば 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ の 形 態 で 頒 布 す る  
こ と が 可 能 で あ る 。 利 用 者 は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ か ら 本 体 部 材 １ ０ 及 び 梁 部 材 ２ ０ を 切  
り 抜 い て 、 利 用 者 自 身 で 組 み 立 て る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 体 部 材 １ ０ 及 び 梁 部 材 ２  
０ が 組 み 合 わ せ ら れ る 部 位 は 、 本 体 係 合 溝 １ ５ 、 １ ６ と 梁 係 合 溝 ２ １ 、 ２ ２ と が 設 け ら れ  
て お り 、 こ れ ら を 互 い に 差 し 込 む こ と で 組 み 合 わ せ ら れ る 。 よ っ て 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０  
か ら 各 部 材 を 取 り 外 す 作 業 と 、 支 持 台 １ へ の 組 み 立 て は 、 工 具 や 接 着 剤 等 を 必 要 と せ ず に  
、 利 用 者 が 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ の 外 径  
形 状 と 大 き さ は 、 後 述 す る カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ と 略 同 じ と な っ て お り 、 カ レ ン ダ ー 本 体 ３  
０ と と も に 後 述 す る カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ に 収 容 す る こ と が で き 、 取 り 扱 い 上 の 利 便 性  
が 高 い 。 ま た 、 支 持 台 １ を 構 成 す る 全 て の 部 材 が 同 一 材 料 に よ り 構 成 さ れ る の で 、 廃 棄 す  
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る 場 合 に も 都 合 が よ い 。 な お 、 図 ３ で は 、 １ 枚 の 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ に １ つ の 本 体 部 材 １  
０ と 、 ２ つ の 梁 部 材 ２ ０ と が 配 置 さ れ て い る 例 を 例 示 し た 。 梁 部 材 ２ ０ が ２ つ う ち の １ つ  
は 、 予 備 で あ る 。 よ っ て 、 １ 枚 の 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ に １ つ の 本 体 部 材 １ ０ と 、 １ つ の 梁  
部 材 ２ ０ と を 配 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 支 持 台 １ を 利 用 す る カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ の 構 成 を 示 す 斜 視 図  
で あ る 。 カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ に は 、 支 持 台 １ を 作 製 可 能 な 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ と 、 カ  
レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ と 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ と が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ は 、 各 月 の カ レ ン ダ ー が 印 刷 さ れ た 複 数 枚 （ 例 え ば 、 １ ２ 枚 ） の カ  
レ ン ダ ー 用 紙 の 上 端 が 天 糊 に よ っ て 仮 接 合 さ れ た 冊 子 状 の カ レ ン ダ ー で あ る 。 カ レ ン ダ ー  
用 紙 は 、 例 え ば 、 上 質 紙 、 マ ッ ト 紙 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で  
は 冊 子 状 の カ レ ン ダ ー と し た が 、 各 月 の カ レ ン ダ ー が 印 刷 さ れ た カ レ ン ダ ー 用 紙 を 複 数 枚  
（ 例 え ば 、 １ ２ 枚 ） が 枚 葉 の 形 態 で 提 供 さ れ る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ を 収 容 し て 頒  
布 を 容 易 に す る と と も に 、 使 用 時 に お い て は 支 持 台 １ に よ っ て 支 持 さ れ て 、 カ レ ン ダ ー 本  
体 ３ ０ を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ を 展 開 し た 状 態 を 示 す 展 開 図 で あ る 。 カ レ ン ダ ー ホ ル  
ダ ー ４ ０ は 、 例 え ば 、 コ ー ト ボ ー ル 紙 、 カ ー ド 紙 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 カ レ ン  
ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ は 、 背 面 部 ４ １ と 、 前 面 部 ４ ２ と 、 フ ラ ッ プ 部 ４ ３ と 、 帯 部 ４ ４ と 、 折  
り 込 み 部 ４ ５ と を 備 え て い る 。 な お 、 図 ５ で は 、 使 用 形 態 に お け る 背 面 部 ４ １ 及 び 前 面 部  
４ ２ の 内 面 側 を 紙 面 表 側 に し て 示 し て い る 。 ま た 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ は 、 二 点 鎖 線  
で 示 し た 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ ～ Ｌ ４ を 備 え て い る 。 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ ～ Ｌ ４ は 、 図 ５ に お い て  
い ず れ も 谷 折 り に 折 り 曲 げ ら れ る 。 ま た 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ 、 Ｌ ２ 、 Ｌ ３ は 、 間 隔 を 空 け て  
２ 本 が 平 行 に 延 在 し て い る 。 こ れ は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ を 収 容  
す る た め の マ チ を 設 け る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 背 面 部 ４ １ は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ よ り も 僅 か に 大 き い 外 形 形  
状 に 形 成 さ れ て い る 。 前 面 部 ４ ２ は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ を 挟 ん で 背 面 部 ４ １ と 連 接 さ れ て い  
る 。 フ ラ ッ プ 部 ４ ３ は 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ２ を 挟 ん で 背 面 部 ４ １ と 連 接 さ れ 、 左 右 に 突 出 し て  
い る 。 帯 部 ４ ４ は 、 左 右 方 向 に 細 長 く 延 在 し て お り 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ３ を 挟 ん で 背 面 部 ４ １  
と 連 接 さ れ て い る 。 折 り 込 み 部 ４ ５ は 、 帯 部 ４ ４ よ り も 幅 が 狭 く 左 右 方 向 に 細 長 く 延 在 し  
て お り 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ４ を 挟 ん で 帯 部 ４ ４ と 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ は 、 フ ラ ッ プ 部 ４ ３ を 折 り 曲 げ 線 Ｌ ２ に お い て 折 り 曲 げ た 状 態  
で 、 折 り 曲 げ 線 Ｌ ３ 、 Ｌ ４ を 折 り 曲 げ て 、 折 り 込 み 部 ４ ５ を 背 面 部 ４ １ と 帯 部 ４ ４ と の 間  
に 折 り 込 む こ と に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う な 形 態 と す る こ と が で き る 。 そ し て 、 背 面 部 ４ １  
と 帯 部 ４ ４ と の 間 に 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ の 一 部 を 差 し 込 む 形 態 と  
し て 前 面 部 ４ ２ を 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ に お い て 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 収 容 形 態 と す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ は 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ が 収 容 形 態 で あ る カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ を 示 す 図 で  
あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ に よ っ て 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ  
ン ダ ー 本 体 ３ ０ を 収 容 し て 全 て を ま と め る こ と が で き 、 頒 布 時 等 に お い て 利 便 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ の よ う な 形 態 で カ レ ン ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ を 得 た 利 用 者 は 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０  
か ら 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ を 取 り 出 し て 卓 上 型 の カ レ ン ダ ー と し て  
利 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ か ら 本 体 部 材 １ ０ 及 び 梁 部 材 ２  
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０ を 切 り 出 し て こ れ ら を 組 み 立 て て 支 持 台 １ を 図 １ の 形 態 に 組 み 立 て る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ は 、 支 持 台 １ の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。 型 抜 き シ ー ト １ ０ ０ 及 び カ レ ン ダ ー 本 体 ３  
０ を 取 り 出 し た カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ は 、 前 面 部 ４ ２ を 背 面 部 ４ １ と 帯 部 ４ ４ と の 間 に  
差 し 込 む 。 そ し て 前 面 部 ４ ２ と 帯 部 ４ ４ と の 間 に カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ の 下 部 を 差 し 込 む こ  
と で 、 図 ７ に 示 す よ う に カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ と カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ と の 両 方 を 支 持 台  
１ に 支 持 さ せ る こ と が で き る 。 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ の 帯 部 ４ ４ に は 、 例 え ば 、 カ レ ン  
ダ ー セ ッ ト ２ ０ ０ を 頒 布 し た 企 業 名 等 を 印 刷 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ レ ン ダ ー ホ  
ル ダ ー ４ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 使 用 済 み と な り カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ か ら 取 り 外 し た 枚 葉  
の カ レ ン ダ ー 用 紙 を 廃 棄 す る こ と な く 保 持 し て お く こ と が で き る 。 な お 、 支 持 台 １ の 使 用  
形 態 と し て は 、 カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー ４ ０ を 用 い ず に 、 カ レ ン ダ ー 本 体 ３ ０ の み を 支 持 台 １  
に よ っ て 支 持 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 開 示 に よ れ ば 、 物 品 を よ り 見 や す く 支 持 す る こ と が で き 、 倒 れ  
に く い 支 持 台 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 変 形 や 変 更 が 可 能 で あ っ て 、 本 開  
示 は 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に よ っ て 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１       支 持 台
１ ０     本 体 部 材
１ １     第 １ 壁 部
１ ２     第 ２ 壁 部
１ ３ 、 １ ４   延 長 部
１ ３ ａ 、 １ ４ ａ   支 持 部
１ ５ 、 １ ６   本 体 係 合 溝
２ ０     梁 部 材
２ １ 、 ２ ２   梁 係 合 溝
３ ０     カ レ ン ダ ー 本 体
４ ０     カ レ ン ダ ー ホ ル ダ ー
４ １     背 面 部
４ ２     前 面 部
４ ３     フ ラ ッ プ 部
４ ４     帯 部
４ ５     折 り 込 み 部
１ ０ ０   型 抜 き シ ー ト
２ ０ ０   カ レ ン ダ ー セ ッ ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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